
西洋の経済・社会諸制度を日本へ導入し
近代日本経済の基盤を築いた渋沢栄一
（1840-1931）は、論語を行動の指針として
いました。本セミナーでは「論語とそろ
ばん」に象徴される渋沢栄一の思想と行動
について理解を深めるとともに、現代の
日本社会、企業経営、リーダーシップのあり
かたなどについて、参加者の皆様と共に
考えます。

論語とそろばん
セミナー2024

2024年３月１日金～３月31日日配信期間

オンライン配信
（※録画配信、収録時間約2時間40分）

視聴方法

一般3,000円、会員2,000円（渋沢栄一記念財団、
東京商工会議所 ）参加費

事前申込み申込み

３月15日金締切

主催

協賛

企画監修　守屋　淳

渋沢栄一（1840-1931）
渋沢史料館所蔵

平和な国際社会をめざした活動に託した
渋沢栄一の支援と望み
講　師：飯森　明子　桜美林大学非常勤講師

セミナー１（講演）

「中国の夢」からみる
中国の対外関係の行方
講　師：于　臣　横浜国立大学准教授

セミナー２（講演）

渋沢栄一・梅屋庄吉・孫文　
～革命と経済のはざまで～
講　師：小坂　文乃　株式会社日比谷松本楼
　　　　　　　　　　代表取締役社長
　　　　井上　潤　公益財団法人渋沢栄一記念財団
　　　　　　　　　業務執行理事、渋沢史料館顧問
聞き手：守屋　淳　作家・本セミナー企画監修者

経営者インタビュー

渋沢栄一と「フィランソロピー」
シリーズ

本シリーズは、約600に及ぶ公益慈善事業を育成・
支援した渋沢栄一の「フィランソロピー」活動に
ついて、８つの視点から捉えていくことを目的にした
全８巻のシリーズです。

既刊本も好評発売中です！
１巻（漢学）、２巻（帰一協会）、３巻（地域振興）、６巻（教育）、７巻（宗教）

渋沢栄一と「フィランソロピー」５巻
国際交流に託した渋沢栄一の望み 
――「民」による平和と共存の模索
飯森 明子 編著　4,180円　ミネルヴァ書房

目次

序 章 排外主義から国際主義へ（飯森明子）

第Ⅰ部　平和と共存に向けた「フィランソロピー」活動へのまなざし
第一章 日本の国際化と渋沢栄一の「国際道徳」（櫻井良樹）

第二章 渋沢栄一にとって英国とは何か（木村昌人）

第三章 渋沢栄一と米国のフィランソロピー（中嶋啓雄）

第Ⅱ部　国際交流活動における日本の実践

第四章 博覧会と渡米実業団の交流
（ジェファー・デイキン（Jeffer Daykin）［翻訳・飯森　明子］）

第五章 民主化潮流と国際通信社設立への思い（高光佳絵）

コラム１ 渋沢栄一のブラジル植民事業支援（名村優子）

第六章 日本国際連盟協会と新たな国際問題への姿勢（飯森明子）

第七章 大災害支援にみる渋沢栄一と国際社会（飯森明子）

コラム２ アルメニア難民救済と渋沢栄一の慈善事業（メスロピャン・メリネ）

第Ⅲ部　国際主義の体現とその限界
第八章 近代日朝関係における渋沢栄一の役割とその継承者たち（金　 明 洙）

第九章 中国メディアによる報道と渋沢栄一のジレンマ 
―― 一九一四年の中国訪問を手掛かりに（于　臣）

コラム３ 渋沢栄一と汎太平洋同盟（飯森明子）

オンラインショップでは、本セミナーの関連書籍のほか、渋沢栄一や「論語と算盤」に
関する書籍を取り揃えております。ぜひご覧ください。

渋沢史料館オンラインショップのご案内

https://www.shibusawa.or.jp/shop/

本シンポジウム
関連図書



セミナーのプログラム 申込みから視聴までの流れ

桑原 功一　渋沢史料館館長開会の言葉 収録時間
約5分

樺山 紘一　公益財団法人渋沢栄一記念財団理事長閉会の言葉 収録時間
約5分

講 師：飯森 明子　桜美林大学非常勤講師
平和な国際社会をめざした活動に
託した渋沢栄一の支援と望み

収録時間
約45分

セミナー１（講演）

講 師：于 臣　横浜国立大学准教授
「中国の夢」からみる
中国の対外関係の行方

収録時間
約45分

セミナー2（講演）

講 師：小坂 文乃　株式会社日比谷松本楼代表取締役社長

　 　　井上 潤　公益財団法人渋沢栄一記念財団業務執行理事、
	 渋沢史料館顧問

聞き手：守屋 淳　作家・本セミナー企画監修者

渋沢栄一・梅屋庄吉・孫文
～革命と経済のはざまで～

収録時間
約60分

経営者インタビュー

守屋 淳 （もりや あつし　作家・本セミナー企画監修者）

作家として『孫子』『論語』『韓非子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊行す
るかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をとる。著訳書に六十万部の『現代語訳　論語と算盤』（ち
くま新書）や『現代語訳　渋沢栄一自伝』（平凡社）など。
2018年４～９月トロント大学倫理研究センター客員研究員。

飯森 明子 （いいもり あきこ　桜美林大学非常勤講師）

津田塾大学学芸学部国際関係学科卒業。通信機器メーカー勤務後、ドイツ留学を経て常磐大学人間科学研究科博士後期課程修了。
博士（人間科学）。常磐大学等非常勤講師を経て現職。単著『戦争を乗り越えた日米交流　1917－1960』（彩流社）、共著『関東
大震災と日米外交』（草思社）、『太平洋問題調査会（IPR）とその時代』（春風社）など、編著書『国際交流に託した渋沢栄一の
望み――「民」による平和と共存の模索』（ミネルヴァ書房）。

于 臣 （う しん　横浜国立大学准教授）

東京大学博士（教育学）、横浜国立大学国際戦略推進機構基盤教育部門准教授。東アジア文化交渉学会、日中社会学会、渋沢研
究会会員。研究方向は経済思想史、教育思想史。主な業績には『渋沢栄一と〈義利〉思想―近代東アジアの実業と教育』（ぺり
かん社）、『東アジアの近代と企業家―ダイナミックな経済発展のキーパーソン』（明誠書林）など。

小坂 文乃 （こさか あやの　株式会社日比谷松本楼代表取締役社長）

立教大学社会学部観光学科卒業。株式会社日比谷松本楼代表取締役社長を務める傍ら、梅屋庄吉の曾孫として国内外で講演会や
青年交流活動に携わる。2011年長崎県民特別賞、2012年上海市名誉市民、2018年農林水産大臣賞、2019年外務大臣表彰。
著書『革命をプロデュースした日本人』（講談社）、『ナガサキ人　梅屋庄吉の生涯』（長崎文献社）など。

井上 潤 （いのうえ じゅん　公益財団法人渋沢栄一記念財団業務執行理事、渋沢史料館顧問）

開館当初の渋沢史料館の学芸員時代から2004年の館長就任以降を通して、情報発信力、関係諸機関とのネットワーク強化に努め
た。主な著書に、『渋沢栄一――近代日本社会の創造者』（山川出版社）、『渋沢栄一伝――道理に欠けず、正義に外れず』（ミネ
ルヴァ書房）など。

企画監修・インタビュー聞き手

講師

注意事項

１申込み

２お支払い情報の送付、参加費のお支払い

3 配信情報の送付

当財団ウェブサイトの専用フォームから申込みください。
ウェブサイト：
https://www.shibusawa.or.jp/research/project/index.html

セミナー係より、メールにてお支払い情報の案内をお送りいたします。
お支払いは、指定銀行口座へのお振込みで承っております。
※振込手数料はお客様のご負担にてお願いいたします。

参加費のお支払い確認後、セミナー係より下記の配信情報をお送りいたします。
◦動画視聴用URL　　◦ ID、パスワード
◦動画視聴のための推奨環境、ご視聴の手引き

4 ご視聴
配信期間：2024年３月１日（金）～３月31日（日）
動画視聴用URL にアクセスし、ID、パスワードをご入力ください。
※配信期間以外は、アクセスしてもご覧いただくことができません。

2024年3月15日金
◦お問合せ先
お問合せはメールにて承ります。ご不便をおかけいたしますが、ご了承く
ださいますようお願いいたします。

公益財団法人 渋沢栄一記念財団「論語とそろばん」セミナー係

メール：rongo2024@shibusawa.or.jp
対応日：火～土、10:00～17:00
日、月、祝日休み、月曜日が祝祭日の場合、翌日はお休みになります。

・�申込みから１週間たってもセミナー係から連絡がない場合は、お手数ですがお問合せ先のセミナー係までご連絡ください。
・�迷惑メール等の設定をされている方は、あらかじめ受信許可の設定をした上で申込みくださいますようお願いいたします。
・�セミナーでは、申込み受付からセミナー参加に必要な情報（お支払い情報、動画視聴用URL 等）の送付まで、全てメールでご案内
をしております。
　�そのため、「論語とそろばん」セミナー係からメールをお送りした後、リターンメール（エラーメール）がなければ、申込者へメー
ルが届いているものとみなさせていただきます。
・�専用フォームにご入力いただいた情報は本セミナーに関するご連絡のために使用させていただくほか、今後のセミナー開催や当財団
のサービス案内の配信のために使用させていただくことがあります。
・�配信情報（ID・パスワード）送付後のキャンセルの場合、参加費の返金はいたしかねますのでご了承ください。

申込み
締め切り


